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(
こ
こ
を
と
じ
て
く
だ
さ
い
)

かからだを鍛えよう H 場式

生徒 7，000人が 国体負けじと堂々たる

入場式をしました。また各競技にわた

って日頃の実力を力いっぱい競いまし

入の学校体育祭

10月24日、 澄みきった秋空のもとで

第16回大村市学校体育祭が市営陸上競

技場で開かれま bた。この 日、 萱瀬中

学校を先頭に、市内19の小、中学校の

/ 

ふ-Jι。

…
悶
闘
悶
附
回
一

一
H

猟
解
禁
と
空
気
銃
H

一

一

十
一
月
一
日
は
狩
猟
解
禁

一

一
日
、

こ
の
日
か
ら
八
シ
タ
!
一

一

た
ち
は
待
っ
て
い
た
か
の
よ

一

一

う
に
そ
れ
ぞ
れ
の
猟
場
へ
で

一

ん

か
け
ま
す
。
私
た
ち
に

一
番
一

一
身
近
な
空
気
銃
も
こ
の
日
か

一

一
ら
使
用
で
き
ま
す
が
、
空
気
~

~

銃
は
火
薬
を
使
用
し
な
い
の

一

一

で
、
こ
ど
も
の
お
も
ち
ゃ
位

一

一

に
軽
く
考
え
る
人
が
多
い
よ
~

う
で
す
。
近
年
は
空
気
銃
に
一

一

よ
る
事
故
も
年

々
ふ
え
て
い

一

F

ま
す
。
取
り
扱
い
に
つ
い
て

一

一

は
十
分
注
意
し
て
欲
し
い

も

一

一

の
で
す。

一

ん

ま
た
空
気
銃
は
手
軽
に
買

一

一
え
て
身
近
な
も
の
で
す
が
ね

一

一

ら
わ
れ
る
の
も
、
私
た
ち
の
一

一
生
活
に
潤
い
を
与
え
て
く
れ

一

一

る
身
近
な
野
鳥
で
す
。

一

一
生
き
て
い
れ
ば
多
く
の
人

々
一

~

を
楽
し
ま
せ

て
く
れ
る
小
鳥

一

一

た
ち
が
、
空
気
銃
の
犠
牲
に
一

一

な
る
こ
と
は
悲
し
い
よ
う
な

~

気
も
し
ま
す
:・
。

一



り大村市政だよ昭和33年 4月22日第三種郵便物認可昭和40年11月 1日

「一万火事は消すより出さぬようか一 i

! 科学の進歩はめざましく、毎日の生活が近代化さ 1 
1 れ文化的になることは、まことに結構なことです。 i

しかし、石油製品やガス使用の不注意による火災な

! どが多く発生し、その被害もだんだん大きくなり悲 i 
惨なものが多くなってきています。これらの取り扱

いには十分注意しましょう 。また、タバコのすいが

ら、 子供の火あそび、 Hふろ""かまどかの火の

始末などはとかく粗雑に扱いがちです。

「災害は忘れた頃に来る」と言われでいます。

「火災jについての再認識と万全の注意をし、火災

のない豊かで平和な大村市にいたしましょう。

(2) 

食=

ロロ一一

業=
者=
の=
検=
便=

食
品
の
製
造
、
調
理
、
販

売
、
(
居
舗
、
行
商
な
ど
)
関

係
者
の
検
便
を
つ
、
ぎ
の
と
お

り
行
な
い
ま
す
。
関
係
者
は

全
員
も
れ
な
く
検
便
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
百

舗
、
行
商
の
登
録
を
し
て
い

な
い
方
は
同
時
に
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。

検
便
手
数
料
は
一
人
五
十

円
、
登
録
申
請
手
数
料
は
一

件
百
円
で
す
。
印
鑑
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

期 日 |場所 1

11月9日 i大村保健所 1

11月10日 ! 西大村出張所 1
11月1l日|竹松出張所 1
11月16日|松 原 公 民 館 1
11月17日 |大村保健所 i

※時聞は9時から 3時まで、

松原公民館は10時からです。 、

【庁舎前に交逼信号機】 10月11日から市役所前に交

通信号機ができました。この信号機は市役所にくる

人たちを交通事故から守るために作られたもので、

午前 8時から午後 5時30分まで点燈されています。

必ず信号に従って通行Lましょう。
g 

をかぶろう
バイクの二人乗りは非常に危険で、乗せている人も

乗せられている人も、事故のときは頭に傷を負う場

合が多いのです;

大村市内で、昭和39年10月から40年 9月末までの

負傷者 194人に対し、頭部負傷者は35人で18パーセ

ントを示しています。パイクに乗る人はへノレメツ b

をかぶりましよう。

トw万ヘルメッ

ー
土

地

・

家

屋

を

公

売

l

i

l

i

-

-

1

市
税
滞
納
に
よ
り
差
押
え
十
六
坪
九
合
四
守

一た
財
産
を
公
売
し
ま
す
。
買
⑦
今
村
郷
字
水
頭
千
三
百
五

受
希
望
者
は
当
日
定
刻
ま
で
十
三
番
畑
六
畝
二
十
二
歩

一

に
印
鑑
持
参
の
う
え
ご
参
加
⑧
今
村
郷
字
西
原
千
百
九
十
一

く

だ

さ

い

。

六

番

畑

九

畝

七

歩

一

日
時
十
一
月
十
日
午
前
⑨
今
村
郷
字
鳩
宗
千
九
百
六
一

十

時

十

三

番

目

八

畝

九

歩

一

場
所
市
役
所
収
納
課
⑮
寿
古
郷
字
中
島
百
十
六
番

一

公
売
方
法
一
般
競
争
入
札
の
二
田
四
畝
二
十
一
歩
一

公
売
保
証
金
見
積
価
格
の
⑫
小
路
口
郷
字
千
本
杉
六
百
-

百

分

の

十

五

十

番

の

八

畑

二

反

歩

一

代
金
納
付
期
限
十
一
月
十
⑬
宮
代
郷
字
矢
淵
二
千
三
百
一

七

日

午

前

十

一

時

四

十

二

番

目

三

畝

二

十

一

な

お

、

農

地

は

県

知

事

適

格

三

歩

一

証
明
書
を
有
す
る
も
の
に
限
⑬
原
口
郷
字
梶
山
五
百
六
十
一

り
入
札
を
許
可
し
ま
す
。
九
番
畑
一
反
三
畝
九
歩

一

公

売

物

件

⑮

原

口

郷

六

百

七

十

四

番

イ

一

①
中
岳
郷
字
中
平
四
百
六
十
家
屋
番
号
同
郷
百
十
二

一

一

番

イ

国

一

反

四

歩

番

三

木

造

瓦

葺

平

家

建

一

外

一

畝

一

歩

畦

畔

居

舗

一

棟

建

坪

二

十

九

一

②
宮
代
郷
字
孫
十
九
百
九
十
坪
八
白
J

五
番
の
一
回
一
反
九
歩

・⑬
並
松
郷
三
百
七
十
七
番
一

③
徳
泉
川
内
郷
字
足
形
七
百
三
百
七
十
八
番
二
家
屋

二

十

二

番

山

林

二

反

四

番

号

同

郷

百

七

十

九

番

畝

歩

三

木

造

瓦

葺

平

家

住

家

④
玖
島
郷
字
日
向
平
二
百
二
一
棟
建
坪
十
八
坪
八
合

十

二

番

四

畑

六

畝

三

歩

一

守

付

属

木

造

杉

皮

葺

⑤
杭
出
津
郷
字
杭
出
津
四
百
平
家
建
炊
事
場
一
棟
建

七
十
八
番
の
一
宅
地
四
坪
七
坪
二
合
六
守
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基
本
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

今
年
の
九
月
十
五
日
現
在

で
調
製
し
た
基
本
選
挙
人
名

簿
を

一
般
の
縦
覧
に
供
し
ま

す
。な

お
、
こ
の
名
簿
は
来
年

の
二
月
に
行
な
わ
れ
る
予
定

の
県
知
事
選
挙
お
よ
び
県
議

会
議
員
補
欠
選
挙
に
使
用
さ

れ
ま
す
の
で
、
こ

の
期
間
に

名
簿
登
録
の
有
無
を
ぜ
ひ
お

確
め
く
だ
さ
い
。

縦
覧
期
間
お
よ
び
時
間

十
一
月
五
日
か
ら
十
一
月

十
九
日
ま
で
の
午
前
八
時

三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま

で縦
覧
場
所

選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
(
市
役
所
内
)

昭和33年4月22日第三種郵便物認可り大村市政だよ(3) 

〆ー

I~i 新年名刺三平型民主i
i 恒例の名刺交換会をつぎのとお り行

!ないます。参加を希望される方は、会

|費 200円をそえて、 11月初日までに大

村市役所総務課に申 し込み下さ い。

日時 昭和41年 1月1日 午前11時
場所 大村市中央公民館

万黒丸くずし 11

-今年度の産業祭に、 郷土民踊で無形文化財である黒丸

おどり をアレシヂした H 黒丸くずしM が発表されま した

このおどりは、花笠をつけた踊手と、太鼓をもった踊手

が閉じ日に発表された民謡ヮそなた思えば身が細る...11 

に始まる黒丸くずしにあわせておどるもので、実に情緒

豊かな美しいおどりです。

新民踊

ヰ J ..-1- "rt， r一¥マくなろい情がてので ま は納国 利
者大さ書 匿文 納諌ださう税 な 納い声は十す預税庫 街 。期申 税
と村いい 名 書税早 さんと 務 ど税まを 、一。金制にしあ 限告 :u，ど
の商。てで 相 相 税 い の い 行 をすすき全月 の度振てなは所 在万

票言 TT雪努室。百;雪 P支Jゐ民百 z右雪量z土宗 署
会議 出 ド 行 ! の を の 運 、のれ聞に か を 用 らー的預月第 ナご
を 所 しに な ド 窓 おで営 一 意は 」「 ら おされ に金三二よ

て意 い に口 聞す を層見税 と納 十 願 れ る 税 口
な納 く 見 ま ギ で か 。は 明 や 務な 税日 いる振金 座自分り
い税 だをする 、 せ み か る苦署つ者ま し方替がをでのしJ

のすんか・持【虫退治をしま山:

厳守9pL 一一 ~ 
の暴乍ょう o 11 ;J3，湯舟j索令lPnfÐ[t)~ • T 
いでに jJ /~T品~JJ刀明マγ 同~~， • 
からだの寄生虫も ~γ "JJU¥l1川111.. L.AtJ'1 畠 開斗区ノ

きれいに 停 彰努匁努努婆 .， I JI/I I 市 IIII~ I 
しなくてはネ o11 勾~ l '-:t.ふ L.lLミ .Jg 1. 

月 ， ι ・忌 j 

I 



り

ノ/

大村市政だよ昭和33年4月22日第三種郵便物認可昭和40年11月1日 (4) 

お

し

ら
せ

住
宅
の
入
居
者
を
募
集

市
営
と
県
営
の
植
松
住
宅

(
簡
易
耐
火
構
造
平
家
建
、

市
営
二
十
四
戸
、
県
営
十
二

戸
)
の
入
居
者
を
つ
ぎ
の
要

領

で
公
募
し
ま
す
。

総牧入額

入
居
者
資
格

扶養者数

インフルエンザの予防注射
11 11 11 11 11 11 11 11、11 11 11 11 

該当者 生後 3カ月までのものを除く全

員。 ただし学童、園児は別途学校で実施

されます。

接種要領 1週間おき 2回接種(1回で

は効果がありません。〉

料 金(1人 1回につき〉

3カ月""'1才未満〆30円 6才----:15才未満 70円
1才""'6才未満 50円 15才以上 100円

コ

人

人

人

人

人

人

口
H
U

司，
ム

口

弘

-

n〈
U

8

A
宝

vh
d

ナ一一一一一一一一

士
一一

少
年
剣
道
大
会

第
五
回
大
村
市
少
年
剣
道

大
会
が
十
一
月
十
四
日
午
前

九
時
か
ら
大
高
体
育
館
で
行

. ~相湘威

日本人の半分は寄生虫を持っているといわれ

ます。寄生虫には咽虫、十二指腸虫、ぎよう虫

などがあり 、普通は10匹内外、多い人は50匹以

上、も持っているといわれます。これらの寄生虫

がわた Lたちの体内に多く いると、腹痛を感 じ

ーたり 、貧血や神経症状を起した りするこ とがあ

ります。寄生虫はおもに大便にまじって排せっ

された卵が口から再び腹に入る いわゆる経目的

感染をするのです。そこでこの寄生虫を少なく

するには食前に必ず手を洗 うことが第一。ま

た、生でたベる野菜や漬物などは何回も ていね

いに洗ってたべるようにすることなどが大切で

す。このほか、年に 2田か 3回は駆虫薬を服用

する習慣をつければ大体退治すること ができ ま

す。大村市では H 寄生虫の予防運動 "を行なっ

ており、ま た、大村市薬業会でもこの運動にあ

わせて駆虫薬のあっせんをしています。これを

機会に腹の中の虫をきれにいたしましよう。

"寄生虫予防運動 H

な
わ
れ
ま
す
。
地
区
対
抗
、

団
体
、
学
年
対
抗
、
個
人
試

合
が
あ
り
ま
す
の

で
市
民
み

な
さ
ん
の
ご
声
援
を
お
願
い

し
ま
す
。一一

一一一一一一一一

一一

行
政
書
士
試
験

本
年
度
の
行
政
書
士
試
験

が
行
な
わ
れ
ま
す
。

日
時

十
一
月
十
六
日

午
前
十
時
か
ら

場
所

県
庁
、
県
北
開
発
振

興
局
各
支
庁

試
験
科
目

憲
法
、
民
法
、

行
政
法
、
行
政
書
士
法
、

一

般
嘗
識
、
作
文

願
書
の
提
出

十
一
月
十
日

ま
で
に
県
庁
総
務
部
地
方
課

受
験
資
格

①
高
等
学
校
卒

業
者
、
大
学
入
学
資
格
者

②
国
ま
た
は
地
方
公
務
員
と

し
て
行
政
事
務
を
担
当
し
た

期
間
が
三
年
以
上

の
も
の
。

な
お
、
く
わ
し
い

こ
と
は
県

地
方
課
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ

ー

V

本
下
町
の
中
央
公
民
館
で
十

一
月
三
十
日
と
十
二
月
一
日

ま
た
、
佐
世
保
市
八
幡
町
の

佐
世
保
中
央
公
民
館
で
十
二

月
二
日
と
三
日
行
な
わ
れ
ま

す
。
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前

九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
で

す。
調
理
師
試
験
は
十
二
月
十

一
日
長
崎
市
と
佐
世
保
市
で

行
な
わ
れ
ま
す。

願
書
は
十

一
月
十
日
ま
で

に
大
村
保
健
所
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
く
わ
し
い

こ
と

は
保
健
所
へ
お
た
ず
ね
く
だ

支
」
い
。

川
市
内
に
住
所
か
勤
務
場
所
を

有
し
、
所
定
の
家
賃
、
敷
金

を
支
払
う
能
力
を
有
す
る
こ

と
O

F

川
口
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居

例
入
居
を
希
望
す
る
者
(
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族

(
未
届

親
族
の
収
入
も
合
算
す
る
)

‘
の
妻
を
含
む
)
が
あ
る
こ
と

つ 十 の
ぎ年三

330，000円の十十
額月九

360，000円をま年

390，000円超で十
えの-

420，000円 な 総 月

450，000円 い 収 よ
こ入り

480，000円 と が 四

マママ
課く大 十 抽 市 申ー 十公
へわ村ーせ民込日ー 募
間 し 市月 ん課 場ま月期
いい役十の文所で四 間
合こ所五日 は 日
せと 日 時 各 か
て は 。 と 出 ら
く市午場張 十
だの前所所 ー
さ建九 月
い築時 十
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一
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年
度
第
二
回
目
の
調
理

師
予
備
講
習
会
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、
長
崎
市
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